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議事要旨 

 

会議名称 第５回 杉並区荻窪駅周辺まちづくり検討会 

日  時 平成29年１月18日（水）13：30～15：00 

場  所 杉並区役所 本庁舎 中棟４階理事者控室 

出席者 

【構成員】 

まちづくり担当部長、土木担当部長、都市計画課長、調整担当課長、まちづ

くり推進課長、都市再生担当課長（都市整備部副参事（荻窪地区まちづくり

担当）兼務）、耐震・不燃化担当課長、土木管理課長、土木計画課長、交通

対策課長 

【外部アドバイザー】 

大沢昌玄氏、高見澤邦郎氏、関口太一氏 

【事務局】 

都市整備部まちづくり推進課都市再生担当 

配付資料 

資料１：荻窪まちづくり会議との意見交換での主な意見 

資料２：荻窪駅周辺まちづくり方針（中間まとめ）オープンハウス実施報告

書【案】 

資料３：中間まとめから方針（案）への主な変更点について 

資料４：荻窪駅周辺まちづくり方針（案）【案】 

会議次第 

１． オープンハウス等の意見聴取の結果について 

 

２． 荻窪駅周辺まちづくり方針（案）について 
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＜議事概要＞ 

（１）オープンハウス等の意見聴取の結果について 

（２）荻窪駅周辺まちづくり方針（案）について 

 事務局より、オープンハウス等の意見聴取の結果について、及び、荻窪駅周辺まちづくり方針

（案）について説明後、意見交換を行った。 

【主な意見】 

 ○方針（案）の内容について 

・写真や図をもう少し増やした方がよい。 

・駅から歴史的・文化的資源への道や沿道の街並みのイメージを伝える工夫ができるとよい。 

・人が滞留できる空間をつくりだすイメージがあるとよい。 

・（仮称）天沼三丁目複合施設までのアクセス性の向上は重要である。 

・歩行者等や自転車利用者の安全性・快適性の向上の表裏一体の課題として、自動車交通の

処理について触れられるとよい。 

・最後の項目である「まちづくり方針の実現に向けて」について、荻窪まちづくり会議等地

域との連携の中で、荻窪の特長を生かした住まい方や定住志向につながる視点を加えると

よい。 

・５年を目途に方針の見直しをするというローリング的な視点を入れておくとよい。 

 

○交通戦略について 

・方針の具体化に向けて、交通戦略策定に向けた取組を来年度より進めていきたい。 

・様々な事業者が関わることになることから、ハードな整備だけでなく公共空間の利活用な

どソフトな戦略も入れておくと、非常に豊かな荻窪の方針になると思う。 

・例えば、来街者が荻窪で楽しく半日を過ごす、荻窪駅を利用している人が夕方帰ってきて

荻窪のまちで過ごす等のライフスタイルを描けるとよい。 

 

以上 


